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キッズルーム
ふれあい広場 小ホール

学習スペース

ＷＣ ＷＣ

外構舗装の路盤材には
再生砕石の利用を計画
します

盛土材として復興支援
道路の残土を利用する
ことで敷地の段差を解
消します。
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地中熱利用の空調設備：
年間を通じ一定温度の地中熱を空調の熱源として
利用することで自然エネルギーを活用し省エネル
ギーに配慮した計画とします。また災害時も利用
可能とします。杭利用ではなくボアホール対応と
しています。(34本 100ｍ φ160ｍｍ）

バス乗降場所から入口まで
の動線に電熱式融雪を一部
採用し、冬期の安全性を高
める計画としました。

地質調査結果をふまえ、実施設計において、詳細な検討を
行った結果、土地上部の粘土の摩擦力が期待できないこと
が分かったため、｢地盤改良と摩擦杭の組合わせ｣は不向きと
判断し、また｢地盤改良のみ｣についてもコストが高くなる
ことが分かったため、｢支持杭｣を採用します。

キッズルームは床暖房設備を
設け、幼児でも安心して利用
できます。

屋外マンホールトイレの設置
による緊急時対応。

大空間のうち、人が活動するのに必
要な部分のみを空調する「居住域空
調」を採用することで省エネルギー
を実現します。
BEMS（※）を有効に活用したチュー
ニング（調整）の実施

小部屋については室毎に発
停や温度調整を行うことが
可能なシステム「ビルマル
チ空調」を採用します。

ビルマルチ空調 居住域空調

ハイサイドルーフ
アトリウム

日射エネルギー
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冬は、２階ハイサイドライトによる日射エネル
ギーにより、太陽光を引き入れる計画とします。
（ハイサイドルーフアトリウム）

非常用発電機を設け、250KVA
72時間運転可能な計画とします。

受水槽は３日分 (55ｈ) を確保す
るとともに、受水槽に直接給水可
能な蛇口を設け、停電時にも利用
可能とします。

太陽光発電の導入。10KWの対応。

費用対効果、将来のメンテナンスを含め比較
検討を行い、シート防水対応を採用します。

すべての部屋の内外窓にブラインドを設置す
る計画とします。

災害時や検診時の利用を考慮し、西側駐車場
から出入りできる計画とします。（大会議室と
小ホール間の通路及び創作兼準備室）

熱

現状地盤レベル

ダブルルーフの考えを踏襲し、夏や中間期は２階
ハイサイドライトによる自然の風の導入により涼
しい風の通り抜けを作り出します。

夏期

冬期

LED照明を積極的に導入し、消費電力を削減します。

大空間の上昇気流により上部にたまった熱だまりを空
調に利用することで省エネに寄与します。

フリー
スペース

大型車両を屋根下に駐車
することができます。

災害用
マンホール
トイレ

BEMS（※）によるエネルギー使用量の計画と消費
データを分析し、来館者に省エネ効果をわかり易く紹
介。エネルギーの見える化により省エネを啓蒙します。

（※）BEMS（ビルディングエネルギーマネ
ジメントシステム）：建物に設置された
設備のエネルギー使用量などのデータ
を解析し、制御することで、効率化を
図るシステム。
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・杭形式については、ボーリングデータを基に比較検討を行った結果、摩擦杭は不向きと判断、「支持杭」「地盤改良＋摩擦杭」「地
盤改良のみ」の３形式の方向で進める事としました。さらに実施設計において、地盤調査の結果も踏まえ詳細な検討を行っ
た結果、土地上部の粘土の摩擦力が期待できないことが分かったため、｢地盤改良と摩擦杭の組合わせ｣は不向きと判断し、
また｢地盤改良のみ｣についてもコストが高くなることが分かったため、｢支持杭｣を採用します。

・電力負担の平準化とエネルギーロスの削減を図ります。自然換気、外気冷房による負荷の削減＋地中熱利用設備＋共用部への LED照明導入＋昼光利用による電力負担の平準化を行います。高効率機器の採用や全熱交換機によるエネルギーロス低減を行います。
・建築仕様、設備仕様の見直し等により、エネルギー削減30%、ライフサイクルコスト15%削減の計画としました。

災害時の機能転換

環境に与える影響を極力減らした、「自然や地球と暮らす施設」　　

基礎の検討 地盤調査結果
（ボーリングN0.6)

採用

構造・造成・外構防災計画

■構造計画：
・木材を構造材として利用する場合、法的 ( 建築基準法 ) に、防火区画を施設内の多くの場所に設置する必要があり、空間の
大きな制約や工事費増が見込まれることから、木材の構造材利用の採用を取り止め、鉄骨造に変更します。

・当初は既存の地盤レベル高低差を活用した計画としていましたが、盛土材として、国土交通省で施行している復興支援道路
[ 一般国道 106 号宮古盛岡横断道路（区界～築川））] の残土を利用することが可能となり、また敷地内の段差解消の要望
も受け、敷地全体のレベル差をなくす計画に見直しました。

■造成計画：

■外構防災計画：
・防災広場は、複合的防災拠点機能の中心。防災訓練の中心となる場で、防災ヘリコプターの離発着できるよう計画します。
・調整池は自然の地盤レベルを利用し、コスト削減を目指すとともに広い面積を確保することで、貯留水深を抑え、軽スポー
ツ等が楽しめるたきざわフィールドとして整備します。
・雨水利用設備の導入については、建設費用、将来の維持費用と水道費用を比較検討した結果、費用対効果が認められない
ことから、採用を見送ります。
・防災井戸設備の設置については、井戸の深さがかなり深いことが想定され、費用対効果が見込めないことから、採用を見送
ります。非常時は、受水槽に直接給水可能な蛇口を設置し、　停電時にも受水槽貯留分の上水利用を可能とします。

・同時に、段差を利用したアイスシェルターの提案については採用を見送ることとなりました。
・外構舗装の路盤材には、基準強度を満足した再生砕石を利用し、高い安全性を確保するとともに地球環境にも配慮します。




